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平成20年 度若手研究成果報告会

開催日

企画班

企画者

講演者

2009年2月10日

全体

渡辺茂

辻井岳雄、伊澤栄一、石井拓、山崎由美子、加藤真樹、染谷芳明、増田早哉子、

石津智大、丹野貴行、篠塚一貴、秋山武和(脳 と進化班)、 菅佐原洋、敷島千鶴、

佐々木尚(遺 伝と発達班)、 皆川泰代(脳 と進化 ・遺伝と発達班)、 佐治伸郎、

日根恭子(言 語と認知班)、 小川芳範、串田裕彦(論 理 ・情報班)、 石田京子、

和田菜穂子、山根千明(哲 学 ・文化人類学班)

 平成21年2月10日 、三田キャンパ ス東館GSEG

LABに おいて、平成20年 度若手研究成果報告会

を開催 した。同会 には、本人文 グローバルCOE

の若手研究者24名 と、本GCOEの 事業推進担当者

によって構成 される指定質問者が参加 し、午前9

時か ら午後7時 近 くまで、途中昼休 みをはさんだ

ものの、ほぼ半日にわたって、熱のこもった発表

および質疑応答が行われた。

 拠点リーダー渡辺茂の開会挨拶で始まり、慶應

義塾大学文学研究科委員長中川純男教授の講評を

もって幕を閉 じた同会は、大 きく6つのセ ッシ ョ

ンに分かたれ、それぞれのセ ッシ ョンにおいて専

門領域の近い数名によって、様々な視点か ら、本

GCOEが 研究主題として掲げる 「論理 と感性」を

め ぐっての発表が行われたが、その概略は以下の

通 り。セッション1:遺伝 と発達か らのアプローチ、

セ ッション2:マ ーモセッ ト研究を通 じての比較

認知神経科学的アプローチ、セ ッシ ョン3:認 知

科学的アプローチ、セ ッション4:脳 科学、神経

生理学か らのアプローチ、セ ッシ ョン5:美 学 ・

美術史における論理 と感性、セ ッション6:論理学・

哲学的探究

 分野な らびに方法論を異にする24名 の発表は、

「百花績乱」かつ 「百家争鳴」の相 を呈 した。 し

たがって、その内容を一言で尽 くすことは到底で

きない。 しか しなが ら、「論理 と感性」 という共

通テーマにたいする多方向か らのアプローチが、

このような形で 「一堂に会する」意味はけっして

小 さ くない。「専門外分野の知見 に耳 を傾け、新

たな知識 を獲得 しつつ、 自らの研究について再考

を行 う場」との拠点リーダーの言葉 どお り、今回

の成果報告を通 じて、「近 くて遠い」同僚たちの

試みに多 くを学ぶとともに、論理 一感性研究にお

ける多元的協同の必要性および可能性 についての

自覚 と期待の念 をいっそう強 くした次第である。

                (小川芳範)
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